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現代英文学にみるユダヤ人像
河野徹
｢葉巻をくわえたブライシュタイン」他（Ｔｓ・エリオット）
わたしの家は，ぼろ家です,／おまけに主は窓の敷居に鱒まるユダヤ人,／
催が
アミノトワープの酒場あたりで放下され，ブリュッセルで水庖吹き，／
ロンドン<んたりで膏薬貼り，かさぶたむいたユダヤ人｡(1)
初期代表作の一つ「ゲロンチョン」に刻糸つけられたこのユダヤ人像は,「偏
見」として問責すべきものか，それとも「メタファー」として容認すべきもの
か。作者Ｔ・Ｓ・ニリオットが「文化的英雄」とまで称された大詩人だけに，
「偏見」か「メタプァー」かをめぐる論議の応酬は延含と続きそうである。彼
の「反ユダヤ主義」を実証するためにこの４行と同じ頻度で引用されるのは，
「ベデカーを携えたバーバンク，葉巻をくわえたプライシュタイン」の次の３
節である。
ともあれプラインシュタインの流儀はこんな風，／膝と肘をだらりと曲げ
て，ひらりと掌をひるがえす，／シカゴ産ウィーン系ユダヤ人。
のる
どんよりしたどん<･り眼のまなざしが／原生動物の粘泥のなかから
カナレットーの透視画を凝視している。／時の蝋燭のしっぽが煙り
燃え傾く。そもそも昔リアルートで。／積荷の下は鼠ばかり。
かねせり売り台の下lこはユダヤ人。／毛皮を着た金。舟人は微笑する,(2)
そして「ナイチンゲールに囲まれたスウィーニー」でも，「女レイチェル,お
里の姓はラピノヴッチ／殺意のにじむ爪先で葡萄の実をひきちぎる」（`Rachel
n6eRabinovitch/tearsatthegrapesFithmurderouspaws，）という２行
が,(8)当然組上に上る。
紛うかたなく悪意を含んだ思想が文化の名において正当化され，だれも敢え
Hosei University Repository
２ 
てそれに憤らない現象を時代の「文化病」と称するが，上の引用に登場する
「ユダヤ人」は象徴か比噛にすぎないから，偏見か否かを問う必要はないとい
う考え方も，やはり「文化病」の一種なのだろうか。たしかにエリオットは，
「ユダヤ人」を「高利貸し」（`ＵＳＵＲＡ，）と同義的に用いたエズラ・パウン
ドのように，意識して「反ユダヤ主義」を高唱してはいない。しかし意識下で
どことなくユダヤ人を忌み嫌っていなければ，あのようにユダヤ人を汚く，底
意地悪<表象しようがないではないか，と疑うことしできる。ヴァジニア・ウ
ルフの夫君でユダヤ系のレナードも，「例によって漠然としているが，エリオ
ヅトはいささか反ユダヤ的だったと思うね。もしそんな風に言われたら，彼と
しては本気で否定しただろうけど」と証言している｡(4)
それにしてもエリオヅトがあのモザイク的詩法で紡ぎ上げた，「人間疎外」
に伴う混沌状態と不毛感のスリリングな表現表象は，同世代の読者に圧倒的な
影響を及ぼし，ユダヤ系知識層もその例に洩れなかった。レズリー・プィード
ラーによれば，「自分と同世代のユダヤ人インテリにとって，ニリオヅトを否
認することは，精神的支柱の一本を外すようなものである。彼らの多くにとっ
ては，ハシディズムの祖バアル・シェム・トヴやくヨブ記＞の作者よりもエリ
オットから受けた影響の方が深かった。……われわれの言語は英語であり，そ
のリズムとイディオムでかわれわれの乾いた絶望と静かな希望をエレガントに
表現したあの声を棄て去ることはできない｣(5)彼らとてエリオヅトのユダヤ
人像に眉を頚めなかったわけではあるまいが，実際以上にひどく描かれている
のはユダヤ人だけではなく現代人とその文明全般なのだから，と理解を示した
のだろう。1930年代から40年代のユダヤ人インテリは，大半が東欧出身で，何
としても宗教的，民族的桂桔を鋤ち，普遍的な文芸共和国に加わろうと意気込
んでいた。したがって，反ユダヤ云々と騒ぎ立てれば，お前はノイローゼを患
っているのではないか，文学的に鈍感なのではないか，と疑われる恐れがあっ
た。
デイヴィッド・デイシズなどは，上に挙げた芳しからぬユダヤ人像の対雛的
な例として，「＜岩＞の合唱」第４節から次の５行を引用する－「予言者ネ
ヘミアの時代には／一般的な規則に例外はなかった。／宮殿シューシャンで，
ニサンの月に，／彼は葡萄酒を王アルタクセルクセスに捧げて，／破壊された
都，エルサレムのことを嘆いた｣(`＞しかし，キリスト教思想のなかで，旧約
時代の「其の」ユダヤ人と，キリスト傑刑以後の「呪われた」ユダヤ人は別の
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存在なのだから，エリオットはその旧套を守ったに過ぎない。
幻滅世代の声とされる『荒地』の作者も，やがて文化面で建設的意見を世に
問うことになり，カトリック教精神を基調とした「宗教面での文化的統一」を
その理想とした。理想社会の建設に欠かせないのは，構成員の結束とともに，
構成員が恐怖を投影せざるを得ない仮想敵である。エリオットがその仮想敵に
選んだのは，「自由思想的なユダヤ人」であった－「住民は同種族でなけれ
ばならない。二つあるいはそれ以上の文化が同じ場所にあると，それぞれひど
く自己を意識するようになるか，ともに混りあって不純なものとなりやすい。
さらにこれよりも大切なのは，宗教的背景の統一ということである。そして以
上のような民族と宗教にかかわる理由から，自由思想的なユダヤ人があまり多
く混じっているというのは望ましいことではない。都会と田園，工業と農業な
ど，それぞれの間には適当な均衡がなければならない。極端な寛容の精神は排
すべきだ｣(7)
非ユダヤ人は従来，シャイロヅクやフェイギンの系列につながる半悪魔的な
ユダヤ人像に恐怖を投影してきた。ヨーロッパで「異端」といえばユダヤ人，
「異宗」といえばイスラム教を指す。「現代異端入門」という副題の付いた
『異神を追いて』のなかで，異端の筆頭にすえられたのは，やはりユダヤ人で
あった。詩のなかで「ユダヤ人」が金権と自己疎外の象徴として底意地悪く利
用されているのをいわば「横目で流し読象」していたユダヤ系知識人も，散文
のなかで自らがあからさまに「仮想敵」扱いされたとき，エリオットの「反ユ
ダヤ主義」を早晩再考しないわけには行かなくなったのだ。
＊＊＊ 
こう染てくると，上に挙げﾌﾞtﾆいくつかの引用は，エリオットの主流的思想か
らの逸脱というより,むしろその前提を暗示するものかもしれない。「ゲロソチ
ョン」でも，「ベデカーを持ったバーバンク／葉巻をくわえたブライシュタイ
ン」でも，現代の精神的荒廃を再生する必要上，断片的情景をモザイク風に構
成して行く手法は同じである。その不連続的断片のモザイクが稠密を極めてい
るところに，ヨーロッパの文化的伝統の迷路的な複雑さが窺われ，「よそもの」
にとってその奥の院へ入り込むことは絶望に近い。
「ゲロンチョン」の登場人物中でもとくに珍妙な「チチアーノの絵の間で叩
頭するハカガワ氏」は，芸術的事大主義者の日本人を戯画化したものだし，そ
の他名前からしてコスモポリタン風の「魂がもぬけの殻」みたいな男女の挙動
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ひは「虚空の桟が風を織る」ようなものだ。この風は「雨なき月の老b､の身」ゲ
ロンチョンが晒されているすきま風に他ならず，すきま風だらけの朽ちた「ぼ
ろ家」は現代の「荒地」文明ということになる。その「ぼろ家」はユダヤ人と
いう国際的金権の所有物だ。
このユダヤ人の素性のいかがわしさは，国際都市アントワープのバーで産み
落とされ,同じくブラッセルで性病に罹り,同じくロンドンで絆創膏だらけにな
るという頽廃堕落の標本であるところからも窺える。「うずくまる」（`squatsl）
峰か び
というのは，犬ｶﾑ猫の姿勢を思わせ，「放下され」つまり「放り落とされ」
（`spawned,）というのは，サケやマスの産卵を思わせる語で，人間の数に入
っていない。
荒涼たる現世にも希望がないわけではなかった。熱と光の象徴たる虎となっ
てキリストが来臨し，新たな生の原理を約束するかにみえた。ところが「不良
の５月」つまりルネサンスは，山ぐみや栗を実らせただけでなく，キリストを
裏切ったあのユダの木の花をも咲かせてしまった。告白者ゲロンチョンを含
め，キリスト教の正統から切り離されてしまった根なし草のコスモポリタン近
代人は，「語られざる言葉」を理解できない。情熱と感覚の喪失，「おまけに千
のけちな気遣いめもいっしょになり，氷った錯乱の利益を引き延ばす｣(`These
withthousandsmalldeliberations/ProtracttheprOlitoftheirchilledde-
lirium,，)(8)無数の下策が「氷った錯乱」つまり霊魂の無機能に便乗して，混
沌と分裂を幾層倍にもふやし続ける。この断片化した現代人の宿命を，まさに
断片のみで緊密に構成したエリオットに対しては,ユダヤ系知識人らも「叩頭」
なきを得なかった。しかし叩頭しても，仲間に入れてもらえるわけではなかっ
た。非キリスト教徒ヨーロッパ人というのは，エリオットにとって撞着語法で
あった。エリオットは「ユダヤ人」を，「アウトサイダー」のアーキタイプと
して重宝したのである。
＊＊＊ 
続けて「ペデカーを持ったバー,《ソク／葉巻をくわえたブライシュタイン」
を扱ってみたい。「(アメリカ人のツーリストと思われる）バーバンクは小さな
橋を渡り／館まがいの安ホテルに降り立った。／ヴォルピーネ姫がお着きにな
って／二人はいっしょになり，彼は墜ちた｣(,）ヴォルピーネとは‘voluptas，
（肉欲）と‘lupus，（狼）の合成で，この「プリンセス」は「プロスティテュ
ート」を茶化したものだ。『アントニーとクレオパトラ』的な水上の饗宴を思
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わせる御座船，いや屋形舟のなかで，ヴォルピーネは情事の相手を次交と換え
て行く。シェイクスピアその他からの引用を連ねた序詞は，登場人物にとって
無縁異質な歴史的連想を並べ，対比的に現代ヴェニスのデカダン的醜悪を浮か
び上がらせるエリオット独特の手法である。ヴォルピーネの相手は，パーバン
クからやがてブライシュタインに変わるだろう。
この男は，国籍不明の「シカゴ産ウィーン系ユダヤ人」で，「原生動物的な」
無感覚状態のなかでカナレットーの風景画を凝視しているというのだ。ついシ
ャイロヅクの有名な台詞「ユダヤ人に目はないのか」が思い浮かんでくる。エ
リオットがその場にいたら,そりゃ目はついているだろうが,カレナットーやマ
ンテーニャやヴェニスの建築美が分かるような目じゃない，と答えたかもしれ
ない。ブライシュタインは「リアルトー」つまり大取引所に属するヴェニスの
商人で，たしかにシャイロックと無縁ではない。「毛皮をきたお金」（`money
infurs，）というから，毛皮貿易で蓄えた富をもとでに遊蕩三昧となり，かつ
ては栄光に満ちていたこの都市の精神的土台をネズミのように醤り続けてい
る。
1969年版の全詩集では，「ユダヤ人」が‘ｔｈｅＪｅｗ，と通常の綴りになってい
るけれども，当初は「ゲロンチョソ」でも「パーパンク／プライシュタイン」
ひ
でも‘thejew，とＪ力:小文字に組んであった。「うずくまったり」「放り落と
されたり」ネズミと等辺に置かれるのが‘thejew’であれば，珠更に小文字
にしてあるのは「非人扱い」（精神分析風に言えば「去勢｣）を狙った意図とし
か言いようがない。ディケソズがやはり，『オリヴァー・トウィスト』の影の
主人公フェイギンをこの上なく醜悪なユダヤ人として描き，ユダヤ系の一女性
読者からその非をたしなめられた後で，フェイギンの呼称として専用していた
「ユダヤ人」という語の多くを抹消するか，「彼」もしくは「フェイギン」に
差し替えた。そのディケソズも初めのうちは，「ユダヤ人がなぜわたしのこと
をく反ユダヤ的＞と象なし得るのか，見当もつかない」と言っている｡《'０)エリ
オットも「わたしは反ユダヤ主義者ではないし，そうであったこともない。そ
んなことを言うなんて，一人の人間に対するひどい中傷だ」と応じている｡('1）
しかし歴然たる証拠が詩にも散文にも残っており》いつまでもユダヤ人読者を
傷つけていることは否定できない。
ニリオットは，やはりユダヤ人の女性から，ディケンズの場合よりもっと手
厳しい抗議を受けている。1950年初めにエリオットは，保養のため南アフリカ
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のゲープタウンを訪れ,ミリン判事夫妻の別荘で歓待を受けた。小説家兼伝記
作家のミリマン夫人が，著醤をブエイパー社から出していた縁だろう。股初の晩
に話題となったのは，イセエビ，海水の温度，ネズミである。ミリン夫人は，
ヨハネスブルグの自宅でネズミが殖えはじめていると苦情を洩らした。「どれ
くらいの大きさですか」「子猫くらいかしら」「どんな子猫ですか。子猫といっ
てもいろいろでしよ」ミリソ夫人はエリオヅトを見据えた－－「子猫といった
ら子猫ですよ」その夜就寝前に彼女が（ネズミの一件で記憶を刺激されたの
だろうか）エリオヅト詩集をめくっていたら「積荷の下には鼠ばかり。／競り
売り台の下にはユダヤ人」の２行が目に飛び込んできた。彼女はユダヤ人とし
てこれを見過ごすわけには行かず，すぐさまエリオットの部屋へ赴き，「これ
を書いたのはあなたですね」と確認した上で，翌朝この家を立ち退いていただ
きたい,と申し渡した｡(12)この一件の影響だろうか,重版された詩集では‘jew，
が‘Jew'１こ，小文字が大文字に直されていた。ディケソズが「ユダヤ人」と
いう語をいくらも梁消しても，作品全体に禰漫しているユダヤ人嫌悪の基調は
小揺るぎもしなかったのだ。小文字を大文字に変えたからといって，ユダヤ人
のエリオット観が変わるとは思えない。
「パーパンク／ブライシュタイン」をさらにたどって行くと，ヴォルピーネ
姫が次に迎えたのはサー・フェルディナンF・クラインで，「プリンセス・ヴ
ォルピーネ」同様貴族的な響きを持つ名前だけれども，サー・ブールディナン
ドにクラインという姓などつくわけがない。みえみえのユダヤ人である。「誰
が（この都市の紋章でもある）獅子の翼をもぎ取った？馨を刺し，爪を剥が
した？」というバーバンクの職後の問いに対する答えは,「クラインやプライシ
ュタインの一味」でしかあり得ない。ヴニニス関連の文学・美術案内を一ｊ二
冊緒けぱすぐ分かるように，英米文学だけでも実に多くの詩人・小説家がこの
都市の栄枯盛衰を題材としている。しかし，詩の中心にユダヤ人を持ち込糸，
ヴェニスの没落をユダヤ人のせいにした文人は，エリオットを以て嚇矢とす
る。
「われらは等し並象に人間」といった連帯意識を，同志的なエリートだけに
限ったり,二本足で歩き葉巻をくわえ金持ちであるからといって,それだけでや
すやすと人間性を認めるわけにはいかないと言い募る排他性は，どこから生ず
るのだろう。一種の防衛機制だろうか。ヴェニスいやヨーロッパ全体に悪影響
を及ぼした無法者というユダヤ人像は，集団的パラノイアの幻想であり，この
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幻想に基づけば，歪められた神話的断片のコラージュとして歴史を処理できよ
う。排他性を含んだ「伝統」観は，晩かれ早かれ独善臭濃厚な文学的イデオロ
ギーと化する。デルモア・シュウォーツはエリオットのユダヤ人観を「ヨーロ
ッパで地方的アメリカ人として覚えた不安と，イギリスで身に着けた俗物根性
とが混じり合ったもので，後者が前者の上張りになっている」と評した｡('3）
たしかにヨーロッパ人としてのアイデンティティーを声高に唱える必要は，
そのアイデンティティーが定着していない証拠なのだろう。ヨーロッパで最も
排他的なナショナリズムを発達させたのは，小国の寄せ集めで，民族的統合意
識の記憶に乏しいドイツであった。理想的な先祖として古代ゲルマン人，外敵
の首魁としてユダヤ人が選ばれた結果，ユダヤ人は「われらの災い」（`Die
JudensindunserUngldck.'）として文化的堕落の責任を最も悲惨なかたちで
負わされた。1940年にエリオヅトは，パウンドがユダヤ人について述べたいか
なる意見にも与しないと言明しているし,('｡彼にとってナチズムは「異教的」
だったはずだから，それに同調したはずもなかろう。しかしまったく意識構造
上の類似性がなかったかとなれば，答えに窮してしまう。
エリオットは，『異神を追いて』中の問題の箇所が巻き起こした大反響に当
惑してか，同書を再刊させなかった。やはり1940年になってからだが，「キリ
スト教社会の理想に対する脅威として，なぜく自由思想的なユダヤ人＞を選び
出したのか」という質問状に次のような回答を寄せている－「人種の如何を
問わず，自由思想家多数の存在をわたしが好ましく思っていないことはお分か
りのはずで，自由思想的ユダヤ人というのは，特例の一つに過ぎません。ユダ
ヤ教は残念ながら，あまりくポータブル＞な宗教ではなく，伝統的な慣習や行
事やメシアニズムを削がれていますから，一種の無味乾燥なユニテリアニズム
になりがちです。白人種の自由思想的なヨーロッパ人やアメリカ人は，たいて
いキリスト教の道徳的習慣や慣例の多くを保っています。個人が保っていなく
ても，そういう習慣はある程度まで社会に存続します。自らの宗教的信仰から
遊離しているユダヤ人は，その遊離ゆえに，キリスト教系の人☆よりもはるか
に根無し草的なのです。わたしが危険だと思い，また無責任に傾きやすいと思
うのは，まさにこの根無し草的性質なのです。しかしわたしの見解には，人種
を理由とするいかなる偏見も含まれていません……｣us〕
これを読んで，エリオットの「反ユダヤ主義」もやはり対象に関する認識不
足をその一因とすることに気付いた。ユダヤ教は，狂った－部キリスト教徒ら
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の弾圧にもめげず，ユダヤ人が片時も手放さなかった「トーラ」というまさに
「ポータブル」な精神的樋威を拠り所としており，それが残っていたからこ
そ，離散二千年の苦難に耐え抜いて国土を回復し得たのである。キリストをメ
シアとしない独自のメシアニズムを信じているから，ユダヤ人はユダヤ教徒な
のであって，たとえ自由思想的なユダヤ人でも，ユダヤ人として最低限の伝統
は保っている。かりに不可知論者として宗教や神を斥けても，アプラハム，イ
サク，ヤコプの神つまりヤーヴェーヘの信仰を核心とするユダヤ教文化を斥け
れば，ユダヤ人としての自己を失うことになる。むしろ通文化的視野と普遍的
合理主義に支えられた自由思想的なユダヤ人の方が，頑迷固値な正統派鱒信者
よりも，ユダヤ教の教えの般良の部分を実践している場合が少なくない。ユダ
ヤ教ラビの間でさえ自由思想家は何人もいる。
同じエリオットでも，Ｔ・Ｓ．ではなくジョージの方，そしてＴ､Ｓ、と同じモ
ダニズムの旗手だったジェイムズ・ジョイスの，ユダヤ人でさえ舌を巻く該博
かつ深遠なユダヤ学的知見に比べて，Ｔ,Ｓ・のそれは何と見劣りすることか。
エリオヅトの「反ユダヤ主義」は，ユダヤ人と聞くだけで吐き気と憤りを催す
初原的なユダヤ嫌いに近いものだったのだろうか。リックスの言うとおり，
「敵意と偏見は血のつながったきょうだい同士である」（`Animus，then，isa
siblingofprejudice.')(】⑪
エリオットがたまたまヴァジニア・ウルフとタクシーに乗り合わせたとき，
ウルフから「最もひどいこと，ほんとに最もひどいことって何かしら」と聞か
れた。エリオットは「恥をかかせることでしょう」と答えている｡('7)もちろん
屈辱は，加えるだけでなく，加えられるものでもある。他人を潮笑の対象とす
る楽しふ，他人から噸笑の対象とされる恐れは，大作家であれ町のチンピラで
あれ人間だれしもが共有している。しかし，他人を潮ってそのままですむこと
はまずない。
1915年ロンドンのイースト・エンドで生まれたユダヤ系文学者エマニュエ
ル・リトヴィノフは，精神の樋としてエリオットに心酔していたが，第２次大
戦に従軍中ホロコーストの実態に接して，離散ユダヤ人意識の再点検を迫られ
た。エリオット初期詩集の戦後再刊本に依然として「ゲロンチョソ」や「バー
バンク／ブライシュタイソ」が収録されていたことを，リトヴィノフは座視で
きなかった。彼は，1951年２月ハーバート・リード司会の下「現代芸術協会」
で催された詩人の集いで，これら２つの詩のパロディーを朗読した。「Ｔ・Ｓ.＝
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リオットヘ」という題である。
Iamnotoneacceptedinyourparish.／Bleisteinismyrelative,andl 
share／theprotozoicslimeofShylock，apage／inStiirmer,ａｎｄunder‐ 
neaththecities,／abiUetsomewhatlowerthantherats.／Bloodin 
thesewers，PiecesofourHesh／HoatintheordureontheVistula． 
｡●｡●■●●●●●000●●●●●●eOp■●●●●■■■ 
ＹｅｔｗａｌｋｉｎｇｗｉｔｈＣｏｈｅｎｗｈｅｎｔｈｅｓｕｎｅxploded／anddarknesschoked 
ournostrils,／andthesmokedriftingoverTreblinka／reekedofthe 
smoulderingashesofchildren,／Ithoughtwhatanangrypoem／ｙｏｕ 
ｗｏｕｌｄｈａｖｅｍａｄｅｏｆｉｔ，giventhepity.(18） 
（大意）あなたの教区でわたしは招かれざる客です／ブライシュタイン
がわたしの親類ですし，／シャイロックと同じ原生動物的なヘドロをとも
にかぶり／ナチ突撃隊機関紙ではともに戯画化され，方奇の都市に潜みな
がら／ネズミよりも少を低いところで安宿を分かち合っています。／どぶ
のなかの血。仲間の肉片がウィスワ川の汚物のなかに浮かんでいます。…
…でもコーエソといっしょに歩いていて太陽が爆発し／暗闇が鼻孔をつま
らせ／トレブリンカ上空を漂う煙から／くすぶっている子供たちの灰の臭
いを嗅いだとき，／わたしは思いました，あなたに憐れあれば，この光景
からどんな怒りの詩をつくっただろうかと。
パロディーとはいえ，ニリオットがユダヤ人に向けていた侮蔑への抗議と，
トレプリンカで虐殺された同胞への連帯感が鯵糸出ている。リトヴィノフはこ
のパロディーを読象はじめる直前に，エリオットが出席していることを知らさ
れ狼狽を禁じ得なかったし,(',)朗読後スティーヴソ・スペンダーがニリオット
の弁護に憤然と立ち上がる一幕もあったが，エリオヅトは部屋の後ろの方に座
っていて，「いい詩だ，とてもいい詩だ」と咳いていたそうだ。その１週間後
ニリオットは重病の床につき，リトヴィノフはその知らせを聞いてふさぎ込ん
だという話である｡〔20〕リトヴィノフは他にも数点の小説や詩集を世に間うてい
るけれども，『ユダヤ大百科事典』は，この「Ｔ・Ｓ・エリオットヘ」を彼の「最
も意味深いCmostsignificant，)」作品とふなしている｡(21》
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｢シュティンクシュルトにとロスチャイルド)」他（エズラ・
パウンド）
パウンドは複雑な多面体で，どの面を扱うか予め限定することが必要であ
る。デニス・ドナヒューは，バウンドの特質として次の９項目をあげている。
(1)言語の駆使能力は驚くべきものである。(2)諸言語に通じているが，一流学
者には及ばない。(3)いくつかの経済理論を掲げているが，いずれも明らかに理
不尽で，奇妙で，時代遅れである。(4)他の面で彼が志向する道は，大まかに言
えば，カトリック／ファシスト／反ユダヤそして中世風で，読者の多くはこれ
を残念がる。(5)さまざまな思想信念がごたまぜの塊りとなって，彼の詩の明澄
な流れを妨げている。(6)才能を活かしているときは，素敵な叙情詩人である。
(7)彼は思想家ではないし，思想体系の構築など目指すべきではなかった。(8)初
期の彼は善を推進する力となったし，いまでも彼の作品に含まれた道徳的価値
は，どこか異様な感じをともなうが，印象的である。(9)彼は，道を誤った良き
司祭である｡(22】
ドナヒューは，上記９項目中の８番目に焦点を合わせ，「平凡人の１世:界」と
いう視点も忘れずに『詩章』（ＴＡｅＣｈｚ"/０３，１９７５）に盛られた「印象的な」道
徳的価値を論じている。筆者の対象は，論題からしてすでに４番目の項目に固
走れており，「反ユダヤ主義」という「多くの読者から残念がられている志向」
を取り上げざるを得ない。このようなアプローチが英文学界主流から反発を招
くことは必至だろう。「道を誤った良き司祭」の「良き司祭ぶり」が圧倒的で
あり，同時に「道の誤り方」も圧倒的であったパウンドの場合，批評は分極化
せざるを得ず，文学的天才としての彼を奉る側と，ファシスト兼反ユダヤ主義
者としての彼を責める側の間には，冷戦を思わせる敵意さえ介在しているから
だ。
1967年イタリアのラパッロでパウンドに会ったシリル・コナリーは，老詩人
が失意と不安に陥り「俺の譜いたものは全部くずだ。『詩章』には基本的な構
造がない」と言い張るので，こう答えた－「もしあなたが存在していなかっ
たら，イニイツは「イニスブリー」の詩でしか憶えられていないでしょうし，
ジョイスはベルリッツ会話学校の教師で一生を終えたでしょうし，エリオット
は銀行家のまま，ヘミングウェイはスポーツ記者のままだったでしょうし，孔
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子，カヴァルカソティ，中世プロヴァンス詩を一丸とした東西合成は無期延期
されてしまったことでしょう。あなたは世界に「新たな身も震えるような感
動」（`か/SSO〃〃ozJDeazc'）をもたらし,海水の新しい見方を教えてくれたので
す｣(鍋）
最後の「海水の新しい見方」というのは，たぶん『詩章』第２篇の「水は竜
骨をはるかに下回り／波涛が船尾から前へとくだけ／航跡は船首から発した」
（Watercuttingunderthekeel,／Sea-breakfromsternforrards／wake 
runningofYfromthebow,）あたりを指すのだろう｡《2`)パウンドに対して最
も厳しい批判を浴びせているアルフレッド・ケイジンですら，この箇所の前後
をたっぷり引用して，「彼と同世代のモダニスト詩人中，物事の始源を呼び起
す詩才や，ホメーロスのような限で世界創造の驚異を探る能力というものを，
彼ほど晄惚として自らの内部から引き出した者はいない」と感嘆している｡(25）
人類の歴史から啓示的断片を次々にたぐり寄せ，永続的，反復的，偶発的な諸
般の主題と絡み合わせながら，価値の序列を紡ぎ出す「コンメディア・アグノ
スティカ」（｢不可知論的喜劇｣）が彼の壮大な目標で，物事がたがいにどう関
連し合うかを示唆することで，物事それぞれの説明がつくはずであった。しか
し「日常的」なしのが『詩章』に入り込む余地はなかった。ジェットコース
ターさたがらに激しく上下動しながら古今東西の書物を博捜する彼の精神は，
『詩章』のなかで自己没頭の極致に達したからである。
「アグノスティカ」を敢えて標傍したのは，キリスト教が道徳的勢力として
衰微し，「再生と信仰と歓喜の福音から遊離し,とりわけ異端の認容に赴くばか
りか高利貸しにまで手を染めていた」からだろう。〔２６〕孔子〔theGreatKung)，
ジェファーソン，アダムズ，ムッソリーニなどが登場するのは，共通項とし
て，いずれも時代の無知を克服し，その代わりに啓蒙と秩序を具現させるだけ
の存在感があり，とりわけ利潤追求に走る悪政の拒否者とパウンドの限に映じ
たからだろう。イタリア敗戦を間近に控えてなお彼は，自費で「利潤追求は国
家の利益にならぬ」とか「公正こそ国家の宝である」といった孔子語録のポス
ターを貼って回ったという。(27,
億人に対する賛美も壮大なら，彼にとって反価値たる人物や勢力にたし､する
罵倒も凄絶を極めた。一時は激しく好奇心を駆り立てられたのに結局彼を放逐
してしまったイギリス人の面々は，戦時中の不当利潤追求の罪も問われて地獄
へ突き落とされる。出版社の配慮で彼らの名前が削除されているのは，『詩章』
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第52篇で「国際的詐欺」を働いたとして列記されたユダヤ人の名前が黒く塗り
つぶされているのと同じである。「糞で甘くした血を飲んでいる謀利輩ども…
…そして言葉を裏切った奴ら……雇われて嘘をついた奴ら，言葉を堕落させた
よこしまな奴ら，感覚の喜びよりも金銭欲に走ったよこしまな奴ら｣(28)－つ
まり作家，ジャーナリスト，政治家，マスコミ経営者などが，「無愛想な蝿つ
きどもの淵，愚鈍の沼……泥から流れる腱，害虫や，生きた蛆虫を産む死んだ
蛆虫でいっぱいの鵬｣(29)のなかでつき混ぜられる。
『ピサ詩章』第74篇では，ムッソリーニだけでなく愛人クララ・ペタッチの
死体をも逆さ吊りにして辱めたイタリア人が，やはり「蛆虫」と目される。パ
ウンドにとっては高利貸し的慣行（`ＵSURA，）を除去する経済改革が主眼で，
それを達成できるのはムッソリーニだけと信じ込んでいたから，ファシスト政
権への協力にも力がこもった。しかしローマから電波に乗せた反英米の宣伝放
送でも，日々の戦況など「日常的なこと」には無関心で，擬人化された「ウズ
ーラ」を退治するという大目的のみが念頭にあったという｡(so)戦争の根本原因
たる「ウズーラ」を根絶すれば世界は平和になるという彼の信念は，一種の平
和主義だが，果してそう呼べるのか確認してみたい。
第２次大戦中ＢＢＣでやはり海外向け宣伝放送に従事していたジョージ．オ
ーウェルは，実際にパウンドの放送を傍受したわけではないが，その傍受報告
を読んだ印象として「胸糞の悪くなるものだった」と述べている－「おそら
く彼の情熱は，本質的には，イタリア的形態のファシズムに向けられたものだ
った。彼はそれほど強固なナチスびいきでもソ連ぎらいでもなかったようであ
り，彼の根底にある真の動機は，イギリス，アメリカ，およびくユダヤ人＞に
対する嫌悪感だった。……少なくともわたしの記憶している放送のなかで，彼
は東欧でのユダヤ人大虐殺を是認していたし，アメリカのユダヤ人に対して
は，やがて貴様たちの番が来るぞと警告していたのだ。これらの放送は，糖神
異常者が行ったものだという印象をわたしに与えなかった｣(31）オーウェルの
この一文は，パウンドがポリンゲソ賞を授かったことをどう考えるか，という
『ペーティザン・レヴュー』のアンケートに答えたもので，パウンドの授賞に
関しては，芸術と政治を区別した選考委員の立場に理解を示しながらも，「す
ぐれた文人だからという理由で彼の政治的経歴を容赦することがないようにし
よう」と釘をさしている｡(82）
オーウェルは戦時中にも『トリピニーソ』に連jliItしたエッセイのなかでパウ
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ソドの宣伝放送にふれ，「それは，知的，道徳的にいやらしいものであった。
たとえば反ユダヤ主義は，もともと大人の教義ではない。その類のものにいか
れた人は，その結果に責任を負わなければならない」と言い切っている｡(3s〕
1942年４月３日にローマから行った放送のなかでパウンドは「(ユダヤ人）上
層部のポグロム」が必要だと述べている－「しかし合法的な措置の方が好ま
しい。世界的な防疫措置として，この戦争を始めた60名のユダ公（`kikes'）と，
若干の熱狂的ユダ公および非ユダヤ的ユダヤ公をセントヘレナ島へ送ってもよ
かろう」(３４）
パウンドが個人としての，あるいは芸術家としてのユダヤ人を排除しなかっ
たのは事実である。弟子の詩人ルイス・ズーコフスキーを高く評価していたこ
ともその一例だろうし，「エズラというユダヤ人の名前を持った男が反ユダヤ
主義者にはなれんでしょう」と冗談も飛ばしている｡(36〕またアレソ・ギンズパ
ーグが1967年にヴェニスで彼を訪れたとき，「わたしの書いたものは，一貫し
て愚劣と無知だけだ……しかしわたしがしでかした最大の間違いは，あの愚か
な，郊外で流行っている反ユダヤ主義の偏見だった。それが初めから一切を台
無しにした」と自発的に悔恨の述懐もしている｡⑱`，しかし82歳になってこのよ
うな告白をしたからといって，激烈な反ユダヤ的毒舌に終始した半世紀の「政
治的経歴」が帳消しになるものでもない。戦時中にとった行動の理由として結
局精神異常を挙げたのは，やはり逃げを打ったとしか考えようがない。
放送原稿やパンフレットの反ユダヤ的内容もさることながら，やはり彼が４０
年間営々と積糸上げた中心的な作品たる『詩章』のなかで，ユダヤ人がどのよ
うにあしらわれているか，具体的に確かめるべきだろう。まず第35篇を取り上
げて象たい゜筆者は数年前にたまたま「英語とイディッシュ語の相互作用」を
研究テーマとしていたので，以下の一節がとくに目を引いたのである。
Thetaleoftheperfectschnorrer：apeautifulchewishpoy／ｗｉｔａｖｑ 
ｉｃｅｄｏｔｗｏｕｌｔ／meldtdhheartoHaschtone／andwitalikeingforto 
makearht-voiks／andvendholdtladtywasn,tdhereanymore／and 
deydidn，ｔｋｎｏｗｗｈｙ，ｔｄｈｅｒｅｅｅｗｏｓｓｉｎｔｈｅ／oldtantiqueschopand 
nobodtyknewｈｏｗｈｅｇｏｔｄｈｅｒｅ／andvennhissbrudderdietwidout 
anybapers／ｈｅｖｅｐｔａｌｌｏｆｅｒｄｈｇａｒｐｅｔｓｏｍｕｃｈｈｅ／hadtohavehis 
clothesaftervardspressed／andheorderetamagniHicentfuneraｌａｎｄ 
ｔｄｅｎｚｅｎｔｄｈｐｉｌｌｔｏｄｈｖｉｆｅ.(37》
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（大意）「模範的居候の話。石の１，をも／溶かすような声と／ゲイジュ
ツ作品も手掛ける趣味を具えた／ハンサムなユダヤ男児がいました。／老
婦人が亡くなったとき，／どういうわけか誰も知りませんでしたが，彼は
ちゃんと／あの骨董屋に収まっていたのです。どうやってか誰にも分から
なかったけど。／彼の兄貴が遺書もなしに死んだとき，／彼は絨毯の上を
転がりながら泣きまくったので，／後で服にアイロンをかけ直してもらっ
たのでした。／そして彼は豪勢な葬式をさせ，／そのツケは兄貴の未亡人
に回したのです。
濁音を半濁音と，あるいは清音と混同し，暖昧母音を「オイ」と発音し，ｗ
がｖに変わってしまうユダヤ人の英語発音の癖をみごとに活かしているところ
は，流石に音感の鋭さを思わせる。しかし他民族の稚拙な発音を郷楡すること
は，その民族に対する侮蔑となる。これを読んで筆者が念頭に浮かべたのは’
１日満州で日本の兵隊たちが朝鮮人娼婦を愚弄して歌った「討匪行」の替え歌で
ある－「アメノショポショポフルパソニ，カラスノマトカラノソイテル／マ
テツノキポタソノパカヤＰウ，サワルハコチセソミルハタタ……」この替え歌
は，おそらく満鉄などに勤めていた日本人が植民地で暮らすわが身を自噸し，
その自潮を朝鮮人娼婦に託して歌ったもの，というやや弁疏的な説明もある
が，やはり基調は驍'慢な愚弄だろう。〔３８)パウンドも上の一節で，「居候的」「寄
生虫的」存在であるユダヤ人を愚弄しながら，彼らがいかに狡くて偽善的であ
るか，を示唆している。
順を追って第48篇に移ろう。「ピスマルクは／南北戦争をユダヤ人のせい
に／とくにロスチャイルド家のせいにした／同家の一人はディズレイリにこう
言った／国家なんて自分で保有している信用に賃借料を払うんだから馬鹿だね
え｣(39)銀行が信用として発行する貨幣は，政府が保証しているからこそ発行で
きる。つまり，銀行は本当の信用など持ち合わせていないのに，ロスチャイル
ドは逆に銀行で国家を操るつもりなのだ。「貨幣の用途を知らねばならない。
貨幣を人捕り罠あるいは公衆の膏血を絞る手段と考えるなら，ロスチャイルド
家や国際銀行業者が操っている銀行制度を讃えるがよい。……証券取引所を讃
えるがよい｣〔４０）「ロスチャイルドやその同類は，黄金を売ろうと思ったら,必
ずその値段をつり上げる。ドルであれ何であれ，犠牲として選ばれた国の通貨
の価値が下がったと宣伝すれば，公衆は編されてしまう。通貨が高値だと国の
通商に有害だ，と言いくるめるわけだ｣(４１〕｢パリのロスチャイルド家私邸には，
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爆弾にもガスにも耐えられる地~F室があって，高利貸しの親玉が，あの破滅的
で精神的腐臭を放つ都市から離れるときは，そこへ美術工芸品を（商業的，金
銭的価値のあるものとして）運び入れるのだ｣(ｲ2〕「ウズーラ」は文化的堕落を
示す尺度である,ということだろう。
高金利主義（Usurocracy）は，負債の担い手を求めて連続的に戦争を起こさ
せる。南北戦争だけでなく，ナポレオン戦争も，第１次大戦もそうだったとい
うのである。第50篇でも，パウンドはユダヤ金権の内幕を暴き続ける。「ウェ
リントンはさるユダヤ人のポン引きで／自分が何をしでかしたかに気づくだけ
の頭もなかった。／＜公爵なんか置き去りにして，金を求めよ＞｣〔4s）ナポレ
オンの敗北によるイギリスとオーストリアの勢力伸長は，とりも直さず，高利
貸しどもの金権増大につながったということだろう。「ざるユダヤ人」とはネ
イサン・マイアー・ロスチャイルドのことで，事実ヨーロッパ諸国に張りめぐ
らされた同家の緊密なネットワークを活かし，パリ経由でウェリントンに軍資
金を送り届けた｡ｗ)ワーテルローからの捷報をイギリス政府よりも早く掴み，
ロンドン証券市場で大胆な「買い」に出て大儲けしたのもネイサンであった。
歴史上の－段階，一時代を築いた大資本としてのロスチャイルド商会も，やが
て銀行・信用制度が厳しく調整されるなかで，かつての優位性や独創性を失い
「シンボル」化してしまった。政治家や軍人を「ポン引き」に仕立てたとして
もそれは昔の話なのに，同じ理由で時代錯誤的にロスチャイルド家を諸悪の根
源と決めつけるのが，反ユダヤ主義者に共通の傾向である。愛国的な軍人が命
懸けで戦っているとき，金権亡者のユダヤ人は後方で安逸を貧る，というのも
常套句の一つで，それをパウンドは，第80篇の次の２行で活用した－「ブル
ムがピデー（局部洗浄器）を守っていたとき，／ペタンはヴェルダンを防衛し
たのだ｣(45）
第52篇の上から８行目に‘neschek，という語が用いられている。「利息」を
葱味するヘブライ語「ネシェフ」（`neshekh，）の読み違えだろう。この「ネシ
ェフ」が，「必要な財貨」の公平な分配を妨げる「蛇」だというのである。そ
の５行下に
－sindrawingvengeance，pooryittspayingfor 
-￣ 
ｐａｙｉｎｇｆｏｒａｆｅｗｂｉｇｊｅｗｓ,vendettaongoyim 
という一節が出てくる｡(46)黒く途りつぶされた部分は-sｉｎで終わる人名かと
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思っていたら，そうではなかった。フェイパー社で『詩章52/71』の原稿を受
け取ったＴ・Ｓ､エリオットが，中傷されるといけないから，ロスチャイルドの
名前は省くか，音韻的に等価であるプライシュタイン（１）にしたらどうかと
提案したのだ｡(銅〕原稿は「ロスチャイルドの罪が復讐を引き起こし，貧乏な
ユダ公どもがロスチャイルドの償いをしている／一握りの大物ユダヤ人が異邦
人相手にしかけた仇討ちの償いをしている」となっていた。パウンドはエリオ
ットヘの返信のなかで「こん畜生（`blastyou，)，レプロシー（癩病）やシフ
ィリス（梅毒）をくスモールポクス＞と綴ることに何の意味があるんだ。出版
社が責任をとりたいんなら，ブランクにするか，中黒のポツを10個並くりやい
い」と応じている｡“）
ヒュー・ケナーもこの箇所を引用しているが，‘Rothchild，が`Stinkschuld，
（｢罪の臭う男｣）となっている。ケナーは明らかにパウンドの弁護を試ふてい
る－「ヒトラーはロスチャイルド家の者を投獄しなかった。だからパウンド
にしてみれば，ドイツ人の怒りにふれて強制収容所へ駆り立てられた哀れなユ
ダヤ人は，同宗のお偉方が犯した罪ゆえに苦しんでいる，と思われた。だから
同じページの中で，＜シュティソクシュルトの特技たる国際的詐欺＞に非難を
浴びせるのだ……パウンドがまだ金融業者とそれ以外のユダヤ人とを区別する
習慣を保っていた間に，その区別を強調する機会が与えられなかったことは残
念だ。正誤のほどはともかく，この２行は分析の試象であり，それも反ユダヤ
主義を促すよりむしろ減らす傾向のものだ。実際彼ばく人種的偏見なんて，煉
製ニシン(`aredherring,)のような屯のだ＞と1937年に書いている｣(４９）（この
場合「煉製ニシン」とは，反ユダヤ主義の悪臭で真の巨悪たる「ウズーラ」を
嗅ぎつけられなくなっている，という意味だろう)。さらに脚注として，「1938
年現在，強制収容所はまだ絶滅政策の段階に入っていなかった。その政策が実
施されたという報道は，ドイツの大半におけると同様，（パウンドが住んでい
た）ラパッロにも達していなかった」と付け加えている。
ケナーに対する反論として印象的だったのは，ケイジンが1986年に発表した
「エズラ・パウンドの魅力と恐ろしさ」である。ケイジンの論文はその前半を
「魅力」に割いているのだから，「恐ろしさ」の分析もそれだけ納得が行く。
彼は，戦時中ロスチャイルド家の人念が,下々の哀れなユダヤ人(`pooryitts，）
と比較を絶するほどの特権を享受していたことはない，と述べている。たしか
にパリ・戸チルド家の嫡男ギュイの自伝によれば，彼は軽機甲師団の－将校と
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刀して「敵（ドイツ軍）の激しい銃火を浴びながら中隊の先頭に立って反撃し
た」という感状とともに勲功賞を授与されている｡〔５０)ギュイの従兄弟アランと
ニリーもマジノ線の戦闘でドイツ軍の捕虜となったし,(皿)彼の母方のほとんど
が強制収容所で死亡したという｡《52〕この自伝の第７章「ペタン政権下のユダヤ
人」は次の一文で終っている－「生得の社会的特権という表面の下では，わ
たしは，他のユダヤ人と同じように－人のユダヤ人であるに過ぎず，それ以上
のものではあり得なかった｣(53）
さらに脚注の部分も，「ホロコースト」の実態をもしパウンドが知っていた
ら，彼の反ユダヤ主義的罵倒はもっと「減って」いただろうという含糸だが，
先に挙げたオーウェルの証言からしてもそれは疑わしい。「煉製ニシン」の悪
臭を彼自身が放っていることは，常套的な「ロスチャイルドいじめ」によって
銀行家を銀行家としてでなくユダヤ人銀行家として攻撃していることからも否
めない。似而非へプライ語やイディッシュ語をわざと噸笑的に用いるのも，旧
套の一つである。
同じページの10行下にも，反ユダヤ的な一節が続く。
RemarkedBen：betterkeepoutthejews／oryrgrandchildrenwill 
curseyou／jews，ｒｅａｌｊｅｗｓ，chazims，ａｎｄ〃CSC舵ｂ／alsosuper-neschek
ortheinternationalracket(54） 
（大意）ベン（ジャミン・フランクリン）は言った，ユダヤ人を追い出
したほうがいい／ユダヤ人，本物のユダヤ人，豚ども，そして金権や超金
権つまり国際的詐欺をだ／さもないと子孫に呪われるだろう／……
フランクリンがユダヤ人追放を説いたというこの箇所は，反ユダヤ主義が隆
盛を極めた1930年代初めのアメリカでファシストのＷ､、ペリーがでっちあ
げたデマを蒸し返したもので，フランクリンの伝記を書いたカール・ヴァン・
ドーレンらによって1934年に提造として暴露された｡〔6ｍ知っていて故意に蒸
し返したとすればペリーと同水準であり，知らなかったとしたら，ヘブライ語
`khazerim，（`pigs'）を‘chazim，と綴ってロを拭っている無責任な知的粗暴
のなせる業である。パウンドが抱いていたユダヤ人社会の全体像は，第35篇の
次の一節に窺えよう。
thisisMitteleuropa／andTsievitz／ｈａｓｅｘｐｌａｉｎｅｄｔｏｍｅｔｈｅｗａｒｍｔｈ 
ｏｆａＨｅctions,／theintramural，thealmostintravaginalwarmthof／ 
hebrewaHections，ｉｎｔｈｅｆａｍｉｌｙ，andnearlyeverythingelse……… 
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Itmustberatherlikesomeinternalorgan,／somecommunallifeof 
thepancreas……sensitivity／withoutdirection.("） 
ツィニヴィッツとは人名でなくポーランドのユダヤ村のことかもしれない。
そこで分かったことは，「家庭内といわずほとんどどこにでもある愛情の温も
り，ヘブライ人の愛情の壁内的いや膣内的ともいえる温もり」だというのだ。
それは内臓器官というか，膵臓同士の共同生活みたいなもので，体液が皮膜に
「浸透」してそこに相互混在の状態が生じ，「感覚に方向性がなくなる」それ
が「定かならぬ全般的なふらつき」（`thegeneralindefinitewobble,）で,(５７）
このような煮え切らない，強さも実質もない無方向性こそリベラリズムやヒュ
ーマニズムやデモクラシーの論理的結果だ，というのがバウンドの信念だろ
う。（たぶんＴ・Ｓ，エリオヅトも同意見だろう｡）芸術では新古典主義，政治で
はファシズムといった大きな方向感覚が必要と彼は考えた。西欧社会の知的伝
統を根底から揺るがしたのはデモクラシーの興隆であり，その興隆で頭角を現
したのがユダヤ人思想家だった。
「民主勢力は下水溝への道を選んだ……1913年からは糞の流れで，それを流
したのは，その勢力のユダ公ども（`kikery，)，マルクス，フロイトそしてア
メリカの低級な連中だ」－これは1955年パウンド７０歳のときに刊行された
第91篇の一節である｡《`8，これは思想の問題で，個とのユダヤ人に対する彼の
心情とは無関係だ，と弁護することもできよう。『ピサ詩章』第80鮒（1948年
刊行）に，「溢れ出る涙で溺れそうだ／悲し蕊よ’お前を知るのが遅すぎた／
60年間青年のようにわたしは苛酷だった」と悔恨の一節があり,(`，)第93篇(1955
-年刊行）では「同情」（`compassion，）という語を４行にわたって繰り返した
あと，「わたしも他人を憐れんだことはある／不十分に，不十分にだ（`Pas
assez1Pasassez1')」と自責もしている｡(６０)「シニティソクシュルト」の類や
｢民主勢力のニダ公ども」は別として，「哀れな下々のユダヤ人」（`pooryitts'）
はそのような悔'恨や自責に与かつたのだろうか。パウンドは，理性主義，暴力
否認，契約尊重から「へプライ的愛情の温もり」までユダヤ人の長所を悉く唾
棄し，とりわけ事業に成功したユダヤ人の理性的商行為をもっぱら「ウズー
ラ」に起因させた。ユダヤ人の金儲けの汚さだけを取り上げ，金放れのよさは
まったく意に介しなかった。黒インキを数滴コップ一杯の水に垂らしたような
もので，反ユダヤ的偏見はパウンドの人間と思想に染みついていた。「哀れな
下だのユダヤ人」が彼の「同情」を惹いたことは認めよう。しかし，まともな
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人間として扱ってもらえたかどうかは疑わしい。
パウンドを評価する際，中心的問題となるのは，やはり形式と技法を内容と
意味から切り離して考えられるか，という点だろう。結局切り離せるという判
断があったから，『ピサ詩章』はポリンゲン賞を得た。しかし，ピーター・ヴ
ィーレヅクが指摘したとおり，「詩に対する読者の反応というものは，いわば
全体的反応であって，美的要因だけでなく，倫理的，心理的，歴史的要因が不
可分に溶け合うくゲシュタルト＞のようなものである｣(`'）美は，美を含んだ
より大きなものから抽出されなければならない。われわれが歴史から知り得る
ものと，パウンドが歴史として示すものとの間には大きな隔たりがあり，もし
パウンド研究が彼の弁護に終始し，モダニズムの巨匠が侮蔑したものをわが事
のように侮蔑するとしたら，文学研究の信頼性が疑われるかもしれない。
ワーグナー愛好者にも，純粋な音楽家として彼を愛好する「温厚派ワグネリ
アン」と，彼のゲルマン至上主義や反ユダヤ主義まで継承する「強硬派ワグネ
リアン」がいるという。昨今，強硬派ペウンディアンを以て自任すれば厄介な
ことになる。したがって，パウンドのファシズムは敬遠するけれども，Ｔ・Ｓ・
エリオットから「わたしにまさる言葉の匠」（`ilmigliorfabbro,）と讃えら
れた大詩人パウンドは「純粋に」愛好したい，と考える「温厚派パウンディア
ン」が多数を占めるだろう。ファシズムと反ユダヤ主義の歴史を知った上で，
なおもその歴史を文学の外辺と象なし，『詩章』の技法，その力と美にひたす
ら傾倒していればよいと主張できる人は，「文化病」を疑われても致し方ある
まい。
レオポルド・ブルーム（ジェイムズ・ジョイス）
近代英文学の小説に描かれたユダヤ人像は，シャイロックを祖像として『ア
イヴァンホウ』のアイザックや『オリヴァー・トウィスト』のフニイギンにつ
ながって行く強欲な高利貸しの系列を主とするが，それと表裏をなすのは，
「坊樫えるユダヤ人」を祖像として詩ではコウルリッジの「老水夫｣，小説で
はＭ,Ｇ、ルイス作『ザ・マンク（修道僧)』やデュモーリア作『トリルビー』
に登場する怪異な悪魔ないし魔術師につながって行く系列だろう。「朽樫える
ユダヤ人」の本尊アハシュエラスは，ゴルゴタヘ向かうイエスをなぶった閲と
して，キリスト再臨の日まで永遠に地上隈なく放浪する宿命を負わされた。当
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初この祖像は，異端ユダヤ人の排除を示唆する象徴とみなされ，それが黒魔術
師としてのユダヤ人像と重なったとき，一屑の凄味が付け加わった。しかしこ
の呪われた坊裡者の姿は，－部ロマン派詩人の手で現存の秩序に対する反抗，
自発的な流浪の象徴に仕立てられ，たとえばシェリー作『縛めを解かれたプロ
メテウス』では，ミルトン作『楽園喪失」のサタン像とも共鳴しつつ，暴君的
な主神ゼウスに逆らう人類の守謹神へと変容する。（もちろんこの好転の次に
は暗転が待ち受けており，チャールズ・ウィリアムズ作『万聖節』では，また
もや黒魔術的絶滅の道具立てに用いられる｡）
「坊復えるユダヤ人」像が理想化されたのと同様，「シャイロヅク」像を打
ち消すような老若男女さまざまの模範的な善きユダヤ人が描かれてきた。その
筆頭は何といってもＧ・エリオット作『ダニエル・デロンダ』の同名の主人公
だろう。つまりユダヤ人像のどちらの系列にも悪役とヒーロー，悪魔と天使の
対照があり，中間の日常的現実を活写する試みがなかった。
真のユダヤ人像が西欧人の精神内部に定着したのは，やはりソール・ベロウ
やパシェヴィス・シンガーといった「ユダヤ系作家」が世界文学の一角に括る
ぎない地位を占めてから以後のことだろう。しかし，1922年に刊行されたジニ
イムズ・ジョイス作『ユリシーズ』のなかで，明らかに「坊復えるユダヤ人」
像の系列につながりながらも，中世的な迷信・恐怖やロマン派的熱狂の対象で
なく，生身のエヴリマン的ユダヤ人がすでに登場していた。思考言動ともに煮
え切らないユダヤ人レオポルド・プルームが1904年６月16日の一昼夜，ダブリ
ン市内のあちこちで繰り広げた外的・内的経験を，細大漏らさず把捉し，その
一つ一つについて，タルムード風に，つまり単純な文字通りの意味からそこに
隠れている新しい愈味を果敢に演縄して行ったのである。この作品は，主人公
がユダヤ人であるばかりか，手法までユダヤ人の学風を漂わせている。
とくに第17挿話「イタケー」の問答体などは，いかに璃末な事柄でも忽ち純
理論的な問題に仕立て上げる『タルムード』とくに「ゲマラ」の部分を坊佛さ
せる。『タルムード』の中心部分は口伝律法で「ミシュナ」と呼ばれ，それに
歴代の学者が連綿と加え続けた注解と議論が「ゲマラ」である。その切瑳琢磨
の副産物として，どんな前提からでも次々に系を作り出して行ける卓抜な論理
的思考能力が培われ，また討議の過程で連想や犠噛の利用が勧められたから，
柔軟な想像力も養われた。「ゲマラ」を坊桃させると述べたので，一つだけ例
を挙げて糸よう。ブルームがココアを入れるために蛇口をひねって水を出す。
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何の変哲もない水だが，話はダブリンの水道施設，その貯水池，配管，不正使
用例から始まり，次いで水の普遍性，「民主的平等性｣，その様態，運動，効能
毒害，さらには登場人物と水の相性に至るまで延々３ページの数桁が続く。(62）
「ゲマラ」顔負けといってよい。ジョイスの蔵書中に，ドイツ語のタルムード
解説書が含まれており,(`3)プルームも『タルムードの哲学』という仮綴じパン
フレットを持っていたのだから,(``)『タルムード』がユダヤ的倫理のソースブ
ックとしてだけでなく，その繊密な言語分析，鋭敏な論理展開，深遠な解釈，
巧妙な比噛を介して『ユリシーズ』創作に寄与したと言っても，誇張にはなる
まい。
プルーム像の成立にモデルとして寄与したのは，寝取られ亭主と噂されたダ
ブリンの－ユダヤ人で，身辺や性格の細部は，同じくユダヤ系でジョイスと親
しかったトリエステ在住の作家イタロ・ズヴニーヴォことエットーレ・シュミ
ッツに負っているというけれども，プルームの思念の大半はジョイスの自我を
表出したものだろうし，モデルが誰であれ，作者の想像力で完膚なきまで仁鋳
直されたはずだ。プルームがそこはかとなく魅了され「息子」にしたいとさえ
思っている芸術家志望のアイルランド人青年スティーヴン・ディーダラスは，
ジョイスが蝉脱した若き日の自我を再構成したものだろう。
プルームは38歳で身長が180センチ強，肥満体で，顔立ちが東洋風，皮膚が
オリーヴ色，黒のスーツを着ており,(``〕一日に数回「ミズラッハ」つまりエル
サレムの位置とされる東方を凝視するというから,(")これで顎髭を生やして頭
蓋帽をかぶれば，東欧ユダヤ人のラビとして通りそうだ。
父はハンガリー出身の正統派ユダヤ教徒だったが，アイルランド人女性と結
婚するためプロテスタントに改宗し，姓をヴィラーグからブルームに改めた。
改宗改姓その他正統派にある主じき異文化への同化行為を重ねて「進行性愛鯵
症」さらには発作的神経痛をこじらせ，１８年前に服毒自殺している｡(G7)ブルー
ム自身も，妻モリーと結婚するためカトリックに改宗するまでプロテスタント
のままだったから，生後８日目に施される割礼（ミラー)，満13歳で迎える成
年式（パール・ミツヴァー）といったユダヤ教徒として絶対不可欠な通過儀礼
を経ていない。おまけに正統派では，父がユダヤ人でも母が非ユダヤ人の場
合，その子供はユダヤ人として認められないから，ブルームは「本物」のユダ
ヤ人とはいえない。
彼はバターで妙めた豚の臓物が大好物だが，不浄な豚肉を食べることは勿
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論，肉と乳製品の混食も（近親相姦の象徴として）ユダヤ教の厳禁事項だ。実
は彼自身，亡父を追憶しながら，この戒律や，割礼と安息日の信仰箇条を「軽
蔑的に扱った」ことで悔恨の念に駆られている｡(０８)また浜辺で美少女の下半身
に見とれ自慰に耽るというのも,(`,〕フィリップ・ロス作『ポートノイの不満』
に横溢している性意識過剰がユダヤ人社会の潔壁を買ったように，ユダヤ人ら
しからぬ不潔行為とされよう。そんな彼が，うろ覚えながら断片的なヘプライ
語を口走ったり，折にふれ－知半解ながらユダヤ教の教義や行事を持ち出すの
は妙な話だけれども，周囲が排他的で，ことごとに自分のユダヤ性を思い知ら
されていれば，否応なしにユダヤ人意識は根づいてこよう。
不幸というものは，はた迷惑になるから，その存在からしてすでに罪悪であ
る。しかもユダヤ人の不幸は呪われた歴史的所与の結果とされていたので，周
囲の迫害に対して同レヴェルの情動的反応，いわんや暴力行使で対抗するわけ
にはいかない。暴力否認と理性主義から生まれた状況倫理の基調は，遠慮と辛
抱と沈黙であり，他人を傷つけるよりは黙って傷つけられる方を選ぶ寛容，弱
い者を憐れみ助けの手をさしのべる優しさである。不浄食と性意識過剰が常習
となっているプルームを「善きユダヤ教徒」と称するのは無理だが，寛容と優
しさを体現している彼は疑いなく「善きユダヤ人」であり，ユダヤ人として心
得るべきユダヤ教のミニマム・エッセンシャルズは一応マスターしている。
たとえば第17挿話の最後の方で「蓄積された疲労に関して，いかなる過去の
連続的諸原因を無言のうちに列挙したか」という問いがあり，答えは朝食から
夜間散策までユダヤ教の行事に照応した形で出ている。朝食は「播祭｣，沐浴
は「ヨハネの聖儀」（これは洗礼老ヨハネをさすから，むしろキリスト教に近
い)，図書館訪問は「聖地｣，河岸沿いの古本漁りは「シムハット・トーラ」即
ちトーラ感謝祭，オーモンド・ホテルでの音楽は「シーラ・シリーム」即ち
「雅歌｣，キアナン酒場における檸猛な穴居人類との口論は「ホ戸ゴースト」，
淫売窟訪問と街頭での口論と喧嘩は「ハルマゲドン」即ち世界終末戦争，「駅
者溜り」までの夜間往復散策は「賦罪」という具合で,(７０)ユダヤ教徒の生活様
式と思考パターンはまちがいなくプルームの一部となっている。ユダヤの血を
一滴でも授かったが最後，終生ユダヤ人意識から逃れるわけには行かない。
ユダヤ人の血を一滴も授かっておらず「ケルト的頭脳」の持ち主であるはず
のジョイスが，「ユダヤ的頭脳」の持ち主であるはずのプルーストや力フカよ
りもむしろ巧妙にユダヤ人の行動に固有のパラメーター群を駆使して，スワン
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やヨーゼフＫよりも「ユダヤ的」なブルームを生み出したのだから驚く他Iまな
い゜「『ユリシーズ』を読んだユダヤ人なら，だれもがプルームを仲間のユダヤ
人と認めたはずだ」￣レズリー．フィードラーもそう断言している｡(7ｍ1937
年にジョイスが「ダブリンで『ユリシーズ』を読んでいるのはどういう人だろ
う」とベケットに尋ねた。ベケットが何人かの名前を挙げたら，ジョイスは
「何だ，みんなユダヤ人じゃないか」と言ったそうだ｡(72)『ユリシーズ』に熱烈
な関心を寄せるユダヤ系の作家や評論家が少なくないのは，文学的魅力もさる
ことながら，地域を超えたユダヤ的な「ディアスポラ」体験の特質が，主人公
ブルームに余すところなく表象されているからだろう。
ソール・ベロウ作『ハーゾグ』の主人公モーゼス・ハーゾグは，『ユリシー
ズ』に登場するユダヤ人雑貨商の名前でもある。第'2挿話の冒頭で言及される
ほんの脇役だが，極上茶と白ざらめ砂糖多量の代価を踏承倒され，雇った取立
人にも噸られている犠牲者の一人である。ベロウが描く大学教授のハーゾグは
その雑貨商よりむしろブルームに似通っており，学識や身分で大差こそあれ，
妻をやはりエージェント風の気取り屋に寝取られ，その襖悩でノイローゼに陥
っている。内的独白や書簡の形式でハーゾグの1週間に及ぶ思索を綴ったのが
ベロウの小説で，「意識の流れ」技法だけでなく，ともに主人公が「愛」を強
調し，妻の不倫に「寛容」なところまで，ジョイスの影瀞は濃厚である。ジョ
イスを取り上げた批評家の顔ぶれも，リチャード・エルマソ，ハリー．レヴィ
ン，レオン゛エイデル，マーク・シェクナーなど，ユダヤ系が目立つ。
なぜこれほどまでに，ジョイスとユダヤ人との間に親和力が働いたのだろう
か。ジョイスは幼少の頃から，アイルランド救国の大政治家パーネルを崇敬し
ていた｡そのパーネルが，ユダヤ人をフォラオの桂桔下から救出したモーゼ
と，同胞に裏切られた点まで似通っているとされ，またパレスティナとアイル
ランドの対比も，当時のダブリン政界では慣例となっていたから,(73)ジョイス
のユダヤ人に対する関心は相当年季が入っていたとみるべきだろう。彼がダブ
リンと訣別した近因は，カトリックの独善的禁圧体制や，アイルランド文芸復
興運動の偏狭な愛国主義的雰囲気に対する反発だとされている。それに教会を
否定した結果，愛人ノラ・パーナクルと司祭の下で結婚する道は閉ざされてい
た。「わたしは自分の現在の状況を自由意志によるエグザイルとして受け入れ
るようになりました」とジョイスは出国した翌年に述べている｡(７４)故国を棄て
はしたが，故国のことだけを書き続ける。これは，離散ユダヤ人がイスラエル
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に寄せる思いとよく似ている。そこに住む気はないが，関心の焦点はそこにあ
る。離散という孤独で不安定な境遇を共有する者同士の間には，おのずと相互
理解が生じる。トリニステであれ，チューリッヒであれ，パリであれ，ジョイ
スが滞在したどの都市でも，彼は意気投合できる教養豊かなユダヤ人の親友に
事欠かなかった。しかも彼らは，深く係わっていたユダヤ教から離れ去るとい
う，ジョイスとカトリックの関係によく似た内面的経験を積んでいた。
ジョイスにとって，ユダヤ人が置かれている客人的，周辺的状況は，彼自身
が置かれていた状況に他ならなかった。ユダヤ人が民族的な誇りを失わずに生
存して行ける方途は，強者の道徳的弱承に弱者の道徳的強みで対応するという
倫理性であり，その倫理性の源泉たるユダヤ教の経典，とくに包括的な学問体
系としての『タルムード』にジョイスが興味を惹かれていたこと，その倫理
性，論理性だけでなく文学性にも眼を光らせていたことは，先述のとおりであ
る。もう一つその眼光燗々の実例をあげると，チューリッヒでユダヤ人の友達
と散歩中に政治的順応の問題を論じながら，彼はこんな引用をしている－
「＜われわれユダヤ人はオリーヴのようなもので，潰されているとき，茂った
葉の重圧で崩れてしまうときに股も良い成分を出す＞と『タルムード』に書い
てあるよ｣(７６）
ジョイスにユダヤ学の知識を吹き込んだ連中としては，先述した作家のイタ
ロ・ズヴェーヴォやシオニストのモーゼス・ドルーガッツなどが考えられる。
このドルーガッツは第４挿話「カリュプソー」に「いたちのような眼をした豚
肉屋」として登場する。プルームはこの豚肉屋の包装用新聞紙（おそらくはシ
オニストの機関紙）で，ガリラヤ湖畔の植樹会社の投資勧誘広告を読み，イス
ラエルのシトロンの「甘い，､野性の香り」に想いを馳せるが，その白昼夢は，
通りかかった老婆のお蔭で，「灰色の陥没した世界の陰門」つまり死海の荒廃
へと転落して彼を「ちぢみあがらせた｣(76)しかしプルームは，どのユダヤ人と
も同じく基本的にシオニストなのである。第17挿話で，ケルト，ユダヤ両民族
の間にいかなる接触点が存在したか，という問いに，「シオンにおけるダビデ
王国の復興とアイルランドの政治的自治の可能性」を挙げ，「その集合的な…
…究極状態を期待して」ブルームは，「ハティクヴァー（希望)」を歌う｡(77）
（彼が「不完全な記憶技術の結果として」思い出せなかった後半部の歌詞は，
どっちゑちイスラエル建国つまり「究極状態」が実現して「ハティクヴァー」
が国歌に制定されたとき変わってしまった｡）
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このようにユダヤ人意識は健在だが，プルームはできるだけそれを表面に出
さないようにしている。ちょうどドレフュス事件の主人公が終始自分はアルザ
ス出身でフランス陸軍の大尉であると言い張ったように，プルームも「わたし
はアイルランド人です」と念を押す。ちょうど『ユリシーズ』執筆のころ，そ
のドレフュス事件をきっかけとしてヨーロッパ中に反ユダヤ主義が広まり，そ
の結果ユダヤ人の間でシオニズム運動が興りつつあった。ジョイスが『ユリシ
ーズ』の主人公にユダヤ人を据えた一因は，周囲の反ユダヤ主義的趨勢に対す
る反発かもしれない。プルームのユダヤ人意識が反射的に喚起されるのは，や
はり「アイルランド人です」と言ってもそれを受け容れてもらえないときだ。
キアナンの酒場で，プルームは「市民」という仇名の盲目的愛国主義者にか
らまれる。「ところでお前さんは何国の人なんだし､？」「アイルランドですよ。
わたしはここで生まれました。アイルランドで。……それにぼくは，忌み嫌わ
れて迫害されている民族に属してもいます」プルームがユダヤ人に加えられた
不正を語ると，「市民」の相棒が「だったら，男らしく力で対抗しろよ」とけ
しかける。「いや，そんなものは何の役にも立ちません。力，憎しみ，歴史，
そんなものはゑんな。男にとっても女にとっても，侮辱や桶し糸は生命ではな
い。本当の生命はそれと反対のものだってことは，誰だって知っています」も
う一人の相棒が「つまり何だね」と聞く。「愛です。憎しみの反対ですよ｣(薇8）
勇猛だが優しさに欠け，おとなしい人間をゆえなく虐げる「マチョ」的価値
観は，たしかに先述した離散ユダヤ人のそれと背馳するから，「市民」のよう
なごろつき連中に愛を説いたプルームはりっぱなユダヤ流紳士つまり「メンシ
ュ」である。妥協と寛容を旨とし，両性具有的，嗜虐的でさえある彼も，周囲
の罵臂雑言で平静を失ったか，最後に「市民」たちに向かって「お前らの神は
ユダヤ人だったんだぞ。キリストもおれ同様ユダヤ人だったんだぞ」と捨てぜ
りふを残し，あやうく「市民」にビスケット缶で頭を叩き没されそうになる。
プルームとスティーヴン・ディーダラスは，ともにジョイスの分身だから，
反ユダヤ主義者の扱い方は，スティーヴンの方も鮮やかである。彼の上司たる
ディージー校長が陰謀や裏面工作の話からユダヤ人に矛先を向けはじめる－
「イギリスはユダヤ人どもの手に落ちとるのだ。有力な地位はみんな奴らが占
めておる。財界も，言論関係しな･……ユダヤの商人どもがすでに破壊作業に
とりかかっていることは確かなのさ」「商人ってものは，安く買って高く売る
人間でしょう。ユダヤ人でも，キリスト教徒でも」「奴らは光に背きおった，
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奴らの眼には暗闇がひそんどる。だからこそ今日まで地上をさまよい歩いてお
るのだよ」「誰だってそうじゃありませんか。……歴史は悪夢です。ぼくはそ
の悪夢から覚めようとしてるんです｣(79）
このスティーヴンは，夜の歓楽街で泥酔したイギリス軍兵士に殴り倒されて
気絶するが，気づかっていたプルームに助けられ，「夜間散策」をしながらイ
タケー挿話の問答に入る。プルームがスティーヴンに執着するわけは，自民族
の精神的遺産を是が非でも息子に継承させたい，というユダヤ人男性のほとん
ど本能的な衝動にありそうだ。彼は，生後11日目に死んでしまった息子ルーデ
ィの身代わりに，スティーヴンと精神的な親子関係を結びたく思っている。ベ
ロウの『ハーゾグ』では知能的原理と官能的原理が主人公のなかでうまく融合
していたが，『ユリシーズ」ではともにジョイスの分身たるブルームのユダヤ
性とスティーヴンのケルト性がどうも共鳴し合わない。
先述の「ハティクヴァー」をプルームが歌ったとき，スティーヴンはその
「深い古めかしい男らしい耳なれない旋律のなかに過去の蓄積を聞きながら」
どうやら中世イギリスのユダヤ人観に逆行してしまったようである。彼は「同
系の主題による奇怪な物語詩」を歌うように勧められたとき，俗謡のなかでも
この上なく反ユダヤ的な「ユダヤの娘」を歌ってしまう。これは，両人の不可
避的隔絶が暗示された衝撃的な一節である。みどりの服を着たユダヤ娘が，キ
リスト教徒の幼いヒューズを家のなかに誘い入れて首を掻き切ったという「血
の中傷」民謡のもじり歌で，「ユダヤの娘」が振り上げたナイフは，シャイロ
ヅクやフェイギンが振り上げるナイフにつながり，悪魔的ユダヤ人の原像をな
してきた。スティーヴンは「犠牲者が自らの宿命を挑発した結果」という冷淡
でお高くとまった注釈を下すけれども，プルームは「自分で行ってもいない行
為を語ることもなかろうに」と悲しむ｡(8ｍ
泊まっていきなさいというプルームの申し出をスティーヴンが断るのは，芸
術家として保識者的存在に精神的去勢を強いられたくないという意思表示だろ
うが，半面ユダヤ人とはちがって，生まれ落ちた伝統からいつでも逃げ出せる
という暗示かもしれない。もし両者が歩み寄っていたら，プルームの学問的野
心はスティーヴンによって満たされただろうし，他方スティーヴンも実父には
求められなかった人間的な温か承をプルームのなかに見出せただろう。しかし
両人の出会いは束の間であった。両人を比較するとき，プルームの方はユダヤ
系だし，いかに美化しても所詮｢官能的な平凡人」（`ｈ０沈加ｃ”Qyc1Tse"szJeJ'）
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だが，スティーヴンの方は「ケルト系」でしか屯「知能的な非凡人」（`んo加加C
s"，6γｊｅ"γｊ"Ze腕CmeJ'）だから，どうしても醜い親と美しい娘という『ヴェ
ニスの商人』や『アイヴァンホウ』で目立った対照を思い出してしまう｡とな
れば，ユダヤ人の主役として空前の「エヴリマン」たり得たブルームでさえ，
微かな脈絡ながら，シャイロックやアイザックとつながってしまうではない
か。
「ユダヤ人」という言葉には，永遠の衝撃がこもっている。この衝撃を表わ
すには，並外れた美徳もしくは悪徳をその衝撃の主に帰する他なかった｡ヨー
ロッパ文学のユダヤ人像が神話的と称されてきた所以である。２０世紀に入って
ジョイスが，神話化されたユダヤ人像を主人公にかぶせることなく，美徳，悪
徳といった二分法を超えて，平凡なユダヤ人を平凡な非ユダヤ人と同列に「並
承の人」として描き出した｡「並み」がいかに「並外れ」であるかを咽け出す
のが『ユリシーズ」の真骨頂だから，当然ジョイスは主人公の精神内部に惨み
込んだユダヤ的特質を逐一掘り下げる。同時に，異端と目される「並外れた存
在」を「並み」の同胞の間から排除しようとする本能に近い敵意が，「市民」
＿般に潜在もしくは顕在していることを，勿論彼は見逃さなかった。英雄詩も
じりのコミカルな文体と登場人物の赤裸奇な相互関係から浮かび上がるのは，
やはり「並承の人」プルームさえも「並外れた存在」にしてしまうユダヤ性の
「永遠の衝撃」ではなかろうか。
（付記）この論文は，『法政大学教養部紀要』第81号（1992年）所峨「中．
近世英文学にみるユダヤ人像（1066-1600)」と，同紀要第85号（1993年）所
載「近代英文学にゑるユダヤ人像」の続編となるものです。
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